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（様式１）補助金等シート 平成 26 年度予算用

年度

3 4

5

1
名 称

( 予 算 事 業 名 )

渚排水機場貯水池EM菌散布投入活動

2

交 付 開 始 年 度

予 算 事 業 名 排水機場/維持管理費 18

予算事業コード 111007-03-00 創設から 9 年度目

分 類 事業費補助 所 属 河川課 作 成 者 名 玉田　真一

根 拠 法 令 鈴鹿市補助金交付要綱

6 事 業 の 目 的 ・ 効 果
汚濁が著しい渚排水機場貯水池の汚泥・悪臭・水質改善を図るために，従来より漁協婦人部が実施しているEM菌投入活動について，若干
の成果が見受けられたため，培養材料の購入により大量投入を行い，一層の改善を図ることを目的とする。

7
補 助 対 象 者 鈴鹿市漁業協同組合

交 付 先 ( 補 助 対 象
者 と 異 な る 場 合 )

8

補

助

金

額

等

(単位:千円)
補助対象事業費

(A)

財 源 内 訳
補助率(B/A)

23年度決算額 2,800 2,400 0

補助対象事
業費の繰越

額(C)

補助金に対する
繰越金の割合
(C/B)市 補 助 金 (B) 国 補 助 金 県 補 助 金 そ の 他

0 400 85.7% 0 0.0%

24年度決算額 2,800 2,400 0 0 400 85.7% 0 0.0%

25年度予算額 2,000 1,600 0 0 400 80.0%

26年度予算額 2,000 1,600 0 0 400 80.0%

EM菌の浄化作用については，まだまだ広く認知されていないが，一部の小学校や地域においても児童や地域ぐるみでの活動
が継続されており，年々深刻化する環境問題という面においても，投入活動を目の当たりする地域住民らの啓発に寄与して
いるものと考えられる。

効 果 性 4
投入開始から約7年が経過し，悪臭の減少や一部汚泥が砂れきに変わってくるなどの効果も出てきている。
下水道の整備と相まって，今後一層の効果が見込まれる。

透 明 性

5

事業計画に沿った事業がなされている。
(減点)

0

(減点)

0

公 平 性 4
当該貯水池は，周辺地域から排水が流れ込み調整する機能を有しており，地域に密着した池であることから，この池の浄化
について公平性は確保されている。

河川課

9

補助金等の算出根拠
EM浄化活動材料費　1,496,250円
諸経費（人件費，交通費）503,750円
合計2,000,000円

総
合
評
価
点

17
適
否
の
評
価

継続
増 減 理 由

10

補助金等の判断基準 評 価 点 評 価 の 理 由

必 要 性

4

昭和 平成 不明


